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鳥 取 県社協だよ り

音声コード Uni-Voice

■ 今日の眼  　境港市社会福祉協議会　会長　佐篠　邦雄 ������������� 2
■ 地域福祉県民講座「第46回緑陰大学」
　 『アイ』であふれる社会へ～地域で助け合い、周りとの支え合い～ �������� 2
■ ねんりんピックはばたけ鳥取2024　開催直前！！ ��������������� 3
■ 社会福祉法人による「地域における公益的な取組」紹介 ����������4 ～ 5
■ 鳥取県版地域カルテのススメ ������������������������ 6
■ 〝助けて〟に〝気づき〟つながる地域づくり ������������������ 6
■ 令和６年度鳥取県ＤＷＡＴスキルアップ研修 ����������������� 7
■ 「ともに生きる福祉学習推進事業」鳥取県立八頭高等学校を新たに指定！ ����� 7
■ とっとりボランティアバンク ������������������������ 7
■ 保育の魅力発信＆就職フェア「保育のお仕事マルシェ in とりたん」 ������� 8
■ 鳥取県保育士・保育所支援センターの活動紹介 ���������������� 8
■ 令和６年度社会福祉法人会計実務研修会　～初級編「第２回」～　開催のご案内 � 9
■ 「令和６年度介護のお仕事親子見学バスツアー」を開催しました！ ������� 10
■ 鳥取県立福祉人材研修センター利用促進案内 ���������������� 10
■ 苦情解決事業研修会を開催しました　～福祉サービスの向上を目指して～ ��� 11
■ 赤い羽根共同募金 ���������������������������� 12
■ 県社協５ヵ年計画ほっとプラン2024策定 ������������������ 13
■ 御寄付御礼 ������������������������������� 13
■ 賛助会員を募集しています ������������������������ 14
■ 鳥取県福祉研究学会　第18回研究発表会　研究発表募集 ����������� 16

も　く　じ

音声コード「Uni-Voice」を
印字しています。音声コー
ドをアプリで読み込んでい
ただくと音声が流れます。
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音声コード Uni-Voice

　
今
年
も
日
本
の
夏
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
で
あ

る
夏
祭
り
が
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的

な
イ
ベ
ン
ト
は
そ
の
地
域
住
民
の
間
の
繋
が
り

や
相
互
協
力
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た
行
事
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の

進
展
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
自
粛
等
に
よ
り
近
隣
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
地
域

と
の
繋
が
り
や
、
互
い
に
支
え
合
う
と
い
う
よ
う
な
関
係
性
を
維
持
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
状
況
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
と
し
、
そ
の
地
域
社
会

に
お
け
る
様
々
な
活
動
の
継
続
実
施
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
状
況
や
日
常
生
活
が
大
き
く
変
化
し
、
社
会
的
孤

立
や
生
活
困
窮
者
の
増
加
な
ど
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
、
複
雑
化
、
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
社
協
と
し
て
も
困
窮
者
支
援
、
高
齢
者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
向

上
な
ど
に
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
の
も
と
地
域
福
祉
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
能
登
半
島
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
大
規
模
災
害

が
日
本
各
地
で
発
生
す
る
な
か
で
、
災
害
対
応
、
被
災
地
・
被
災
者
へ
の
支
援

体
制
も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
行
政
、
関
係
団

体
、
地
域
住
民
と
も
連
携
を
図
り
、
地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
と
い
う
「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
一
層
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
　会
長

佐
篠

　邦
雄

開催直前！！

▪問い合わせ先　福祉振興部　☎0857-59-6344▪

で
は
、
元
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
当
事
者

の
松
岡
園
子
氏
よ

り
、『
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
を
体
験
し
て

～
周
り
の
人
と
一
緒

に
～
』
と
題
し
、
近

年
関
心
の
高
ま
っ
て
き
て
い
る
、
子
ど
も

が
障
害
や
病
気
が
あ
る
家
族
の
介
護
、
世

話
を
担
う
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に
つ
い

て
、
自
身
の
母
親
の
ケ
ア
を
さ
れ
た
経
験

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
、

地
域
、
学
校
、
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
講
演
は
、
災
害
と
子
ど
も
・

若
者
支
援
と
い
う
内
容
が
異
な
る
も
の
で

し
た
。
し
か
し
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

1
人
で
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
と

協
力
す
る
支
え
合
い
の
体
制
が
あ
る
こ
と

で
助
か
る
人
が
い
る
と
と
も
に
、
有
事
の

際
に
は
自
分
も
頼
れ
る
と
い
う
、
安
心
で

き
る
環
境
の
重
要
性
で
す
。
そ
し
て
私
た

ち
自
身
も
関
わ
る
こ
と
で
地
域
づ
く
り
に

連
結
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
民
が
広
く
参
加
し
地
域
福
祉
に
つ
い

て
学
ぶ
地
域
福
祉
県
民
講
座「
緑
陰
大
学
」

を
、
６
月
28
日
に
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
46
回
目
と
な
る
今
回
は
、「『
ア
イ
』
で

あ
ふ
れ
る
社
会
へ
～
地
域
で
助
け
合
い
、

周
り
と
の
支
え
合
い
～
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
講
演
①
で
は
、
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
代
表
の
山
下
弘
彦
氏
よ

り
、『
災
害
時
に
も
い
き
る
日
頃
の
支
え

合
い
～
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
て
～
』

と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
被
災
地
支

援
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
山
下
氏
が
、
今
年

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
発

災
直
後
か
ら
何
度
も
現
地
に
入
ら
れ
感
じ

た
こ
と
や
必
要

な
支
援
、
私
た

ち
が
日
常
か
ら

で
き
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
続
く
講
演
②

地
域
福
祉
県
民
講
座
「
第
46
回
緑
陰
大
学
」

  『
ア
イ
』
で
あ
ふ
れ
る
社
会
へ

『
ア
イ
』
で
あ
ふ
れ
る
社
会
へ

    

～
地
域
で
助
け
合
い
、
周
り
と
の
支
え
合
い
～

～
地
域
で
助
け
合
い
、
周
り
と
の
支
え
合
い
～

2

今日の

今日の
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

音声コード Uni-Voice

　
今
月
19
日（
土
）か
ら
22
日（
火
）

の
４
日
間
、
第
36
回
全
国
健
康
福

祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た

け
鳥
取
２
０
２
４
）
が
い
よ
い
よ

開
催
さ
れ
ま
す
。
全
19
市
町
村
で

29
種
目
の
交
流
大
会
が
開
催
さ

れ
、
鳥
取
県
か
ら
は
６
５
０
名
を

超
え
る
選
手
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

鳥
取
県
大
会
で
は
、N

intendo 
S

w
itch

版
「
太
鼓
の
達
人 

ド
ン

ダ
フ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
使

用
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ（
境
港
市
）や
、

鳥
取
県
発
祥
の
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル

（
倉
吉
市
）
が
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
で
初
め
て
種
目
と
し
て
採
用
さ

れ
、
県
内
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
な
く
、
文
化
種
目
等
様
々
な
交

流
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
会
期
間
中
は
交
流
大

会
に
加
え
、
地
域
文
化
伝
承
館
や

美
術
展
、
音
楽
文
化
祭
な
ど
、
県

内
各
所
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
開
会
式
の
会
場
で

も
あ
る
鳥
取
県
立
布
勢
運
動
公
園

（
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）
で

は
、
鳥
取
県
の
ご
当
地
グ
ル
メ
や

特
産
品
の
販
売
等
が
行
わ
れ
る
ふ

れ
あ
い
広
場
が
開
催
さ
れ
る
等
、

誰
も
が
楽
し
め
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

～ボランティアによる事前活動の様子～
　来県者をおもてなしの心でお迎
えするため、昨年より意見交換会
など準備を進めていた歓迎パネル
の作製を行いました。
　パネルには鳥取のあおや和紙な
どを使用して観光地を描き、鳥取
をPRしています。

開催直前！！

　
大
会
期
間
中
は
、
１
，
０
０
０

人
を
超
え
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ま
に
、
主
要
駅
、
空

港
で
の
選
手
の
お
出
迎
え
や
、
会

場
美
化
、
受
付
・
案
内
等
々
、
様
々

な
場
面
で
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
鳥
取
大
会
に
、
み
な
さ
ま
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※各イベント等の詳細は大会ホームページを
　御確認ください。

大会ホームページは←

こちら

∇主な大会イベントスケジュール
イベント名 会　　場 10/19

（土）
10/20
（日）

10/21
（月）

10/22
（火）

総合開会式 鳥取市：ヤマタスポーツパーク 〇
総合閉会式 鳥取市：とりぎん文化会館 〇

スポーツ・文化交流大会 開催市町村　各会場
※交流大会会場にて健康づくり教室開催 〇 〇 〇 〇

ふれあい広場 鳥取市：ヤマタスポーツパーク
※ふれあいニュースポーツあり 〇 〇 〇

講演会 鳥取市：とりぎん文化会館 〇
音楽文化祭 倉吉市：エースパック未来中心 〇

美術展 倉吉市：倉吉博物館
境港市：境港市民交流センター 〇 〇 〇 〇

地域文化伝承館 米子市：米子コンベンションセンター
※その他健康に関するイベント開催 〇 〇 〇

鳥取県大会初種目

ｅスポーツ

バウンスボール

▪問い合わせ先　ねんりんピック連携室　☎0857-59-6338▪
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４
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など準備を進めていた歓迎パネル
の作製を行いました。
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ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ま
に
、
主
要
駅
、
空

港
で
の
選
手
の
お
出
迎
え
や
、
会

場
美
化
、
受
付
・
案
内
等
々
、
様
々

な
場
面
で
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
鳥
取
大
会
に
、
み
な
さ
ま
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※各イベント等の詳細は大会ホームページを
　御確認ください。

大会ホームページは←

こちら

∇主な大会イベントスケジュール
イベント名 会　　場 10/19

（土）
10/20
（日）

10/21
（月）

10/22
（火）

総合開会式 鳥取市：ヤマタスポーツパーク 〇
総合閉会式 鳥取市：とりぎん文化会館 〇

スポーツ・文化交流大会 開催市町村　各会場
※交流大会会場にて健康づくり教室開催 〇 〇 〇 〇

ふれあい広場 鳥取市：ヤマタスポーツパーク
※ふれあいニュースポーツあり 〇 〇 〇

講演会 鳥取市：とりぎん文化会館 〇
音楽文化祭 倉吉市：エースパック未来中心 〇

美術展 倉吉市：倉吉博物館
境港市：境港市民交流センター 〇 〇 〇 〇

地域文化伝承館 米子市：米子コンベンションセンター
※その他健康に関するイベント開催 〇 〇 〇

鳥取県大会初種目

ｅスポーツ

バウンスボール

▪問い合わせ先　ねんりんピック連携室　☎0857-59-6338▪
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社
会
福
祉
法
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
の
責
務
化
と
さ
れ
て
い
る
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
に
つ
い
て
、
県
内

の
社
会
福
祉
法
人
の
取
組
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
尚
仁
福
祉
会
　
相
談
支
援
事

業
所
江
美
の
郷
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

音声コード Uni-Voice

【
取
組
み
の
経
緯
】

　
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
を
地
域

で
実
践
す
る
中
で
、
利
用
者
や
相
談
者
を

取
り
巻
く
ご
家
族
や
近
い
存
在
に
あ
る
方

の
中
に
、
何
ら
か
の
事
情
で
就
労
し
て
い

な
い
、
不
登
校
な
ど
で
自
宅
に
ひ
き
こ

も
っ
て
い
る
、
等
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
方
か

ら
直
接
相
談
が
な
い
中
で
支
援
に
結
び
つ

け
づ
ら
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、「
す
べ
て
の
町
民
が

孤
立
す
る
こ
と
な
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」

と
い
う
江
府
町
長
の
意
向
も
あ
り
、
江
府

い
っ
た
方
々
や
ご
家
族
の
方
か
ら
の
ご
相

談
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　
本
人
へ
の
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
な

か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
ま
ず
は

家
族
か
ら
本
人
の
趣
味
等
を
聞
き
取
り
、

本
人
の
興
味
関
心
の
あ
る
内
容
を
メ
ー
ル

し
た
り
、
検
診
等
の
情
報
提
供
か
ら
少
し

ず
つ
関
わ
り
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
尚
仁
福
祉
会
か
ら
相
談
支
援

専
門
員
（
保
健
師
・
公
認
心
理
師
・
介

護
福
祉
士
）、
江
府
町
役
場
か
ら
（
福
祉

事
務
所
の
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
）
が
月

に
一
度
支
援
会
議
を
行
っ
て
一
人
ひ
と
り

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ス
共
有
や
経

過
、
情
報
共
有
を
行
い
多
職
種
で
の
連

携
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

検
討
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
江
府
町
と
い
う
コ
ン
パ
ク

ト
な
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

支
援
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
取
組
み
に
よ
る
成
果
】

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

保
健
師
に
相
談
が
あ
り
、
支
援
を
必
要

と
す
る
方
の
把
握
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
ご
家
族
が
抱
え
て
い
た
思
い
を
少

し
ず
つ
話
し
て
い
た
だ
く
中
で
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
浮
彫
に
な
っ
た
、
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
多

職
種
連
携
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
と
感
じ
ま
す
。

・ 「
在
学
中
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
子
ど
も
に
関
わ
っ
て
い
た

が
、
卒
業
後
は
相
談
先
が
な
く
困
っ
て

い
た
の
で
こ
の
よ
う
な
相
談
先
が
で
き

て
あ
り
が
た
い
。」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
捉
わ
れ
な

い
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で
き
る
の

は
強
み
で
す
。

・ 

障
が
い
の
た
め
家
か
ら
出
か
け
る
こ
と

が
難
し
い
方
で
し
た
が
、
家
に
い
て
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
仕
事
を
し
た
い

と
の
思
い
を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
在
宅
支
援
で
パ

町
役
場
と
と
も
に
、
制
度
に
つ
な
が
り
に

く
い
複
合
化
し
た
悩
み
や
困
り
ご
と
を
抱

え
る
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

【
取
組
み
内
容
】

　
令
和
２
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
、
こ

れ
ま
で
10
代
～
60
代
の
方
10
名
が
本
事
業

を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
令
和
６
年
８

月
時
点
）

　
ま
ず
は
対
象
者
の
把
握
の
た
め
法
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
情
報
収
集
、

当
事
者
や
家
族
に
対
し
事
業
説
明
を
行
い

な
が
ら
合
意
形
成
を
行
い
ま
す
。そ
の
後
、

当
事
者
が
安
心
で
き
る
居
場
所
、
交
流
で

き
る
場
を
作
る
こ
と
を
通
じ
て
、
段
階
的

な
社
会
参
加
や
就
労
支
援
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

　
江
府
町
に
お
住
い
の
方
を
対
象
と
し
て

お
り
、
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

ご
家
族
や
ま
わ
り
の
方
か
ら
の
ご
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　「
自
宅
以
外
に
居
場
所
が
な
い
」「
自

宅
か
ら
出
た
く
な
い
け
ど
、
外
部
と
つ

な
が
り
を
持
ち
た
い
」「
仕
事
を
し
て
み

た
い
け
ど
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
」
な
ど
悩
み
は
あ
る
も
の
の
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
…
そ
う

▪問い合わせ先　地域福祉部　☎0857-59-6332▪

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

「
地
域
に
お
け
る

「
地
域
に
お
け
る

　　公
益
的
な
取
組
」
紹
介

公
益
的
な
取
組
」
紹
介

  

Re: 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
支
援
事
業

 

～
多
職
種
連
携
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

 

　
ア
プ
ロ
ー
チ
～

支援チームのみなさま
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▪問い合わせ先　地域福祉部　☎0857-59-6332▪

音声コード Uni-Voice

ソ
コ
ン
作
業
が
で
き
る
こ
と
を
ご
紹
介

し
、
少
し
ず
つ
時
間
を
増
や
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
通
し
て
、
将
来
こ
れ
だ
っ
た
ら

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
本
人
さ
ん

に
と
っ
て
自
信
や
可
能
性
と
な
れ
ば
と

思
い
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

・ 

年
に
一
度
地
域
住
民
へ
普
及
啓
発
、
広

報
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
に

は
と
っ
と
り
ひ
き
こ
も
り
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
山
本
理
事
長
を
お
招
き
し
て

民
生
児
童
委
員
の
方
へ
の
勉
強
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
勉
強
会
を
き
っ
か

け
に
、
色
々
な
働
き
方
が
あ
る
こ
と
を

当
事
者
の
方
に
伝
え
て
く
だ
さ
り
、
相

談
に
つ
な
が
っ
た
方
も
い
ま
す
。

【
体
験
担
当
職
員
コ
メ
ン
ト
】

・ 

ま
ず
大
切
に
し
て
い
る
の
は
信
頼
関
係

づ
く
り
で
す
。
今
ま
で
の
背
景
や
ご
家

族
の
思
い
、
価
値
観
、
ど
の
よ
う
な
生

活
を
し
て
こ
ら
れ
た
か
な
ど
を
丁
寧
に

聞
き
取
り
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
本
当
の
気
持
ち
を
話
し

て
い
た
だ
け
る
存
在
に
な
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。
多
職
種
で
様
々
な
視
点
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
も
チ
ー
ム
支
援

の
強
み
だ
と
感
じ
ま
す
。

・ 

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
偏
見
の
払
拭
や

正
し
い
知
識
の
普
及
に
よ
り
、
理
解
が

あ
り
相
談
し
や
す
い
、
誰
に
と
っ
て
も

住
み
や
す
い
地
域
に
な
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

・ 「
寄
り
添
う
」
と
は
言
葉
に
す
る
と
簡

単
で
す
が
、
本
当
に
私
自
身
は
で
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
日
々
問
い
な
が

ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に

相
談
で
き
る
、
こ
の
人
だ
っ
た
ら
話
し

て
み
よ
う
か
、
と
思
っ
て
も
ら
え
る
存

在
に
な
れ
た
ら
、
と
い
う
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

・ 

包
括
の
部
署
も
あ
り
、
分
野
に
関
わ
ら

ず
広
く
相
談
を
受
け
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
策
を
考
え
る

際
に
、
自
身
の
職
種
だ
け
で
は
ど
う
し

て
も
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
な
た
め
、

多
職
種
、
多
視
点
か
ら
意
見
を
も
ら
え

て
い
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

複
合
化
し
た
世
帯
の
課
題
が
多
い
た
め

個
別
に
応
じ
た
支
援
が
よ
り
一
層
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
署
、
一
支
援
で

出
せ
る
引
き
出
し
が
と
て
も
多
く
頼
も

し
い
で
す
。
こ
の
相
談
者
の
方
で
あ
れ

ば
こ
の
職
員
、
と
い
う
風
に
相
談
者
に

あ
っ
た
よ
り
良
い
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

強
み
を
生
か
し
、
大
切
に
し
な
が
ら
個

別
対
応
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

・ 

少
し
ず
つ
地
域
の
相
談
窓
口
と
し
て
浸

透
で
き
る
よ
う
に
、
民
生
児
童
委
員
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
子

育
て
支
援
な
ど
、
既
存
の
機
関
と
つ
な

が
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
体
験
者
の
声
】

・ 

誰
に
も
話
せ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
抱
え
て
い
た
思
い
を
聞
い
て

寄
り
添
っ
て
も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い
。

・ 

卒
業
後
で
も
相
談
で
き
る
場
が
あ
る
の

は
心
強
い
で
す
。

　取
材
後
記

　
多
職
種
チ
ー
ム
の
皆
さ
ま
が
様
々
な
視

点
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
対
象
者
の
方
を
見

つ
め
、
丁
寧
で
き
め
細
や
か
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
世
帯
の
抱
え
る
複
合
的
な
悩
み
や

課
題
が
多
い
中
、
対
象
者
だ
け
で
な
く
ご

家
族
の
思
い
も
受
け
止
め
、
一
歩
ず
つ
進

む
た
め
の
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

事
例
提
供
法
人

社
会
福
祉
法
人 

尚
仁
福
祉
会

本
部
／
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
久
連
７

相
談
支
援
事
業
所 

江
美
の
郷
／
右
記

住
所 

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
江
美
の
郷

内電
話
番
号

（
本
部
）

０
８
５
９-

75-

３
６
２
６

（
江
美
の
郷
）

０
８
５
９-

72-

３
２
１
０

法
人
Ｈ
Ｐ
／

http://w
w

w
.syoujin.or.jp/

他
に
実
施
し
て
い
る
公
益
的

取
組
み
：

え
ん
く
る
り
事
業
、
居
住
支

援
法
人
等
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▪問い合わせ先　地域福祉部　☎0857-59-6332▪

音声コード Uni-Voice

　
み
な
さ
ん
や
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
人

の
な
か
に
、「
足
腰
が
弱
っ
て
ゴ
ミ
出
し

が
少
し
つ
ら
く
な
っ
て
き
た
」
な
ど
、
人

に
は
な
か
な
か
言
い
出
せ
な
い
困
り
ご
と

を
抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
こ
う
し
た
困
り
ご
と
を
気
軽
に
〝
助
け

て
〟
と
声
を
あ
げ
や
す
く
す
る
地
域
の
つ

な
が
り
づ
く
り
や
、
そ
う
し
た
声
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し

た
。

「
つ
な
が
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

困
り
ご
と
や
悩
み
を
抱
え
た
方
の
視
点
に

立
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

や
悩
み
を
声
に
出
し
や
す
く
な
る
の
か
、

話
し
や
す
く
な
る
の
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
と

な
る
内
容
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
気
づ
き
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
や
悩
み
を
抱
え

た
人
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
イ
ン
に
気

づ
く
こ
と
、
声
を
か
け
た
り
、
ご
近
所
の

〝
助
け
て
〟
に
〝
気
づ
き
〟
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り

〝
助
け
て
〟
に
〝
気
づ
き
〟
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り

　
令
和
６
年
３
月
に
冊
子
「
鳥
取
県
版
地

　
令
和
６
年
３
月
に
冊
子
「
鳥
取
県
版
地

域
カ
ル
テ
の
ス
ス
メ
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

域
カ
ル
テ
の
ス
ス
メ
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
地
域
カ
ル
テ
と
は
、
地
域
ア
セ
ス
メ
ン

　
地
域
カ
ル
テ
と
は
、
地
域
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
情
報
収
集
・
分
析
）
し
た
記
録
で
あ
り
、

ト
（
情
報
収
集
・
分
析
）
し
た
記
録
で
あ
り
、

地
域
づ
く
り
で
重
要
な
ツ
ー
ル
の
１
つ
で

地
域
づ
く
り
で
重
要
な
ツ
ー
ル
の
１
つ
で

す
。
本
書
で
は
、
次
の
８
つ
の
シ
ー
ト
を

す
。
本
書
で
は
、
次
の
８
つ
の
シ
ー
ト
を

策
定
し
ま
し
た
。

策
定
し
ま
し
た
。

　
①
基
礎
情
報
シ
ー
ト
、
②
社
会
資
源
リ

　
①
基
礎
情
報
シ
ー
ト
、
②
社
会
資
源
リ

ス
ト
、
③
自
治
会
シ
ー
ト
、
④
自
治
会
等

ス
ト
、
③
自
治
会
シ
ー
ト
、
④
自
治
会
等

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
⑤
地
域
活
動
者
ヒ

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
⑤
地
域
活
動
者
ヒ

ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
、
⑥
役
職
一
覧
、
⑦
地

ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
、
⑥
役
職
一
覧
、
⑦
地

域
分
析
シ
ー
ト
、
⑧
地
域
支
援
記
録

域
分
析
シ
ー
ト
、
⑧
地
域
支
援
記
録

　
こ
れ
ら
の
シ
ー
ト
は
次
の
よ
う
な
活
用

　
こ
れ
ら
の
シ
ー
ト
は
次
の
よ
う
な
活
用

が
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。

「
地
域
の
状
況
を
知
る
」

「
地
域
の
状
況
を
知
る
」

　
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

　
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

状
況
を
よ
り
詳
細
に
理
解
で
き
ま
す
。
地

状
況
を
よ
り
詳
細
に
理
解
で
き
ま
す
。
地

域
の
情
報
を
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、

域
の
情
報
を
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、

社
会
資
源
や
つ
な
が
り
、
地
域
づ
く
り
事

社
会
資
源
や
つ
な
が
り
、
地
域
づ
く
り
事

業
の
実
施
評
価
な
ど
を
視
覚
化
し
や
す
く

業
の
実
施
評
価
な
ど
を
視
覚
化
し
や
す
く

な
り
、
地
域
分
析
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

な
り
、
地
域
分
析
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
会
域
・
日

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
会
域
・
日

常
生
活
圏
域
ご
と
の
課
題
や
支
援
強
化
ポ

常
生
活
圏
域
ご
と
の
課
題
や
支
援
強
化
ポ

イ
ン
ト
を
明
確
に
し
、
分
析
結
果
を
、
地

イ
ン
ト
を
明
確
に
し
、
分
析
結
果
を
、
地

域
福
祉
活
動
の
目
標
設
定
や
活
動
計
画
な

域
福
祉
活
動
の
目
標
設
定
や
活
動
計
画
な

ど
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
得
ら
れ
た
情
報
を
共
有
で
き
る
」

「
得
ら
れ
た
情
報
を
共
有
で
き
る
」

　
局
内
や
関
係
機
関
、
地
域
住
民
と
、
地

　
局
内
や
関
係
機
関
、
地
域
住
民
と
、
地

域
に
対
す
る
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

域
に
対
す
る
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
協
働
の
ポ
イ
ン
ト

き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
協
働
の
ポ
イ
ン
ト

が
整
理
で
き
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
活
動

が
整
理
で
き
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
活
動

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」

「
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」

　
市
町
村
社
協
が
持
っ
て
い
る
情
報
、
特

　
市
町
村
社
協
が
持
っ
て
い
る
情
報
、
特

に
社
会
資
源
や
支
え
合
い
な
ど
の
つ
な
が

に
社
会
資
源
や
支
え
合
い
な
ど
の
つ
な
が

り
の
情
報
を
地
域
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

り
の
情
報
を
地
域
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
が
構
築
し
や
す
く
な

住
民
と
の
信
頼
関
係
が
構
築
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
シ
ー
ト
に
情
報
が
整
理
さ
れ
て

り
ま
す
。
シ
ー
ト
に
情
報
が
整
理
さ
れ
て

い
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
提
供
が
可
能

い
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
提
供
が
可
能

で
す
。

で
す
。

「
支
援
業
務
の
可
視
化
」

「
支
援
業
務
の
可
視
化
」

　
日
々
の
働
き
か
け
や
支
援
を
記
録
し
て

　
日
々
の
働
き
か
け
や
支
援
を
記
録
し
て

お
く
こ
と
で
、
業
務
の
見
え
る
化
が
で
き

お
く
こ
と
で
、
業
務
の
見
え
る
化
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
の
プ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
の
プ

ロ
セ
ス
や
進
捗
状
況
を
把
握
で
き
ま
す
。

ロ
セ
ス
や
進
捗
状
況
を
把
握
で
き
ま
す
。

　
本
書
は
、
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

　
本
書
は
、
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

ど
な
た
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

ど
な
た
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

こ
こ
で
は
書
き
切
れ
な
い
シ
ー
ト
の
活
用

こ
こ
で
は
書
き
切
れ
な
い
シ
ー
ト
の
活
用

事
例
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

事
例
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

「
鳥
取
県
版
地
域
カ
ル
テ
の
ス
ス
メ
」

「
鳥
取
県
版
地
域
カ
ル
テ
の
ス
ス
メ
」

あ
り
た
い
地
域
の
姿
を
実
現
し
よ
う
！

あ
り
た
い
地
域
の
姿
を
実
現
し
よ
う
！

県社協HP
（トップ＞地域＞
地域福祉の推進）

人
に
相
談
し
て
み
た
り
、

み
な
さ
ん
で
一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
り
す
る

こ
と
な
ど
、
周
り
の
人
た
ち
の
視
点
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
親
し
み
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
、
絵

本
の
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
で
読
み

や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
２
冊
を

活
用
し
て
、〝
助
け
て
〟
に
〝
気
づ
き
〟〝
つ

な
が
り
〟
あ
る
地
域
づ
く
り
に
お
役
立
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
み
た
い
、

活
用
し
て
み
た
い
方
は
、
本
会
地
域
福
祉

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
の
で
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
：https://w

w
w
.tottori-w

el.

　
　
　or.jp/chiiki/m

achi_top/

「
鳥
取
県
社
協
」
で
検
索
→
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
「
知
る
・
調
べ
る
」
▼
「
地
域
福
祉
の

推
進
」
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▪問い合わせ先　福祉振興部　☎0857-59-6344▪

音声コード Uni-Voice

　

こ
の
事
業
は
、
福
祉
の
心
を
育
み
「
と

も
に
生
き
る
」
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
、
福
祉
教
育
の
推
進
に
理
解
の
あ
る
学

校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
新
た
に
県
立
八
頭
高
等

学
校
を
指
定
校
と
し
て
認
定
し
、
去
る
６

月
20
日
、
同
校
で
指
定
証
交
付
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
会
の
藤
井
会
長
か
ら
認
定
証
の
交
付

を
受
け
た
県
立
八
頭
高
等
学
校
の
岡
田
校

長
は
、「
本
校
で
は
、
生
徒
自
身
が
身
の

回
り
の
課
題
を
発
見
し
解
決
に
向
け
て
学

び
を
深
め
る
翠
陵
探
究
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
指
定
を
受
け
て
、
今
後
は
よ
り
生

徒
が
福
祉
に
目
を
向
け
、
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
授

業
展
開
に
取
組

ん
で
い
き
た

い
」
と
、
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

誰かのために
力になりたい

ボランティアの力を借りたい

そんなときは…

※過去の活動の一例です

チ
ー
ム
の
実
践
力
向
上
を
め
ざ
す
！

　
　
令
和
６
年
度
鳥
取
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　

鳥
取
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
７
月
31
日
（
水
）

に
チ
ー
ム
員
の
実
践
力
向
上
を
図
る
た

め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
研
修
会
で
は
金
沢
市
内
の
1.5
次
避
難

所
で
活
動
さ
れ
た
米
子
市
福
祉
保
健
部
福

祉
課 

岡
田 

綾
様
及
び
志
賀
町
内
の
避
難

所
で
活
動
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
敬
仁
会 

介
護
老
人
保
健
施
設
ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン 

山
根
宏
司
様
に
活
動
さ
れ
た
内
容
や
課
題

等
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

1.5
次
避
難
所
で
支
援
を
行
っ
た
事
例
を
も

と
に
、
要
配
慮
者
役
と
チ
ー
ム
員
役
に
分

か
れ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
演
習
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
演
習
は
各
グ
ル
ー
プ
で

間
仕
切
り
と
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
組
み
立

て
、
実
際
の
避
難
所
を
イ
メ
ー
ジ
し
つ
つ

実
施
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
員
と
し
て
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
を
知
ら
な
い
避
難
者
へ
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の

説
明
を
行
い
つ
つ
、
必
要
な
情
報
の
聞
き

取
り
を
行
い
、
対
応
に
つ
い
て
チ
ー
ム

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
要
配
慮

者
役
は
避
難
者
の
知
ら
な
い
人
か
ら
個
人

情
報
を
聞
か
れ
る
と
い
う
被
災
者
心
理
を

体
験
す
る
こ
と
で
、自
己
紹
介
の
大
切
さ
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
市
町
村
と
連
携

し
た
訓
練
等
も
通
じ
、
今
後
の
円
滑
な
派

遣
活
動
に
向
け
、
更
な
る
実
践
力
の
向
上

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

チームミーティングの場面 アセスメント演習の場面

▪問い合わせ先　災害福祉支援センター　☎0857-30-6367▪

 

「
と
も
に
生
き
る
福
祉
学
習
推
進
事
業
」

 

鳥
取
県
立
八
頭
高
等
学
校
を

新
た
に
指
定
！

ととっっととりりボボラランンテティィアアババンンクク 

☑　登録方法　　
登録票に必要事項を記入のうえ、
FAX、 Eメール、 郵送等で送付してくだ
さい。
HP ： https://www.torivc.jp/
※HPから直接申込可能！

ご利用 ・ ご登録は

全て無料です

どんな活動があるの？
災害支援
豪雨や台風で被災した地域では
土砂の除去や家具の運び出し等
を行いました。

生活支援
話を聞いたり外出を支援したり、
大雪の時は雪かきなど様々なボ
ランティアを行っています。

登録すると何ができるの？

ボランティア募集情報や
関連講座・研修などの情報
を受け取ることができま
す。

ＨＰやメルマガを通じて、
ボランティア募集や関連講
座・研修などの情報を発信
できます。

ボランティア
したい人（団体）

ボランティア
の力を借りたい団体

【お問い合わせ・ご相談は】　鳥取県ボランティア・市民活動センターまで　
　ボランティアに関するお悩み・ボランティアの募集や関連講座の情報等お気軽にご相談ください！

ＴＥＬ：0857-59-6344
ＦＡＸ：0857-59-6340
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音声コード Uni-Voice

保育の魅力発信＆就職フェア「保育のお仕事マルシェ in とりたん」
　保育を学ぶ学生や保育士資格を活かした就職を希望する方、保育職場に関心がある方などを対象に、県内の保育園を
はじめとする保育・児童福祉施設等の魅力発信と情報提供および保育人材確保につなげることを目的としたイベントを
開催します。
　詳細は本会ホームページ（就職フェア特設サイト）をご覧ください。
　１　日時・会場　　令和６年11月10日（日）　10：30～ 16：00
　　　　　　　　　　鳥取短期大学　シグナスホール大講義室・アリーナ（倉吉市福庭854）
　２　内容　　　　　・保育の魅力発信ガイダンス・保育の就職フェア・魅力発信コーナー・キッチンカー出店
　　＜お問い合わせ＞　福祉人材部　TEL（0857）59-6336
　　　　　　　　　　　保育士・保育所支援センター TEL（0857）59-6342

特設サイト▶▶

鳥取県保育士・保育所支援センターの活動紹介
★保育のおしごと体験事業（中学・高校生向け）を実施しました★(11月にも実施予定)

　保育のお仕事体験は、県内の中・高校生に保育所等での体験
学習を提供することで、保育の魅力を実感してもらい、将来の
職業選択のきっかけになることを目的に開催しています。
　今年度は、県内の保育所、認定こども園計18施設において、
7月25日（木）・30日（火）、8月1日（木）・6日（火）、11月
1日（金）・22日（金）の６日間、延べ53施設での実施を計画
したところ、大変多くの参加申込をいただき、夏休み期間中に
150名が体験しました。
　午前中は、プール遊びの手伝い・絵本の読み聞かせ・製作活
動の手伝い・給食の補助など盛りだくさんの内容を体験し、午
後からは、体験の振り返りや、園長先生や保育士さんから保育
の仕事のやりがいなど貴重なお話を伺いました。
　参加後のアンケートでは「今回の体験で本格的に保育士を目
指したいと思いました。」「保育士仕事の一部でしたがしっかり
学べて色々な体験ができ、一層自分の保育士の姿が想像できま
した。」「子どもと接する難しさを知り、将来の夢の勉強にもなっ
て良かったです。」など前向きな感想が多く寄せられ、保育士の魅力を感じていただけたようでした。

　参加者の皆さんには、今回の体験を、ぜひ将来の職業選択の
参考としていただければと思います。また、体験施設の職員の
皆様には、お忙しい中多くの参加者を受入れていただきありが
とうございました。
　本センターでは、引き続き保育・保育士の魅力を保育現場の
皆さんと一緒に発信していきますので、ご要望等
ありましたら気軽に本センターまでお知らせくだ
さい。

7/25　つばさ保育園

8/1　車尾保育園

8/6　上北条保育園
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音声コード Uni-Voice

令和６年度社会福祉法人会計実務研修会　～初級編「第2回」～ 　開催のご案内
　会計担当者が作成する会計・財務資料は、社会福祉施設を経営する法人にとって、経営を分析し、経営戦略
を考える上で、重要な役割を果たします。本研修会では、会計実務の基礎から学び、会計の知識を幅広く習得
することを目的に、社会福祉法人会計簿記テキスト初級編（会計３級）を用いて、実務担当者の日常業務に沿い、
練習問題を交えながら分かりやすく解説します。

内　　容　　　・精算表　・固定資産と減価償却　・固定負債と引当金　
　　　　　　　・フローの計算書、実際の計算書類　・基本金、国庫補助金等    
　　　　　　　・決算　　・計算書類の種類と様式　
開催日時　　　令和６年10月29日（火） 10：00 ～ 15：30
開催場所　　　はごろもホール　（湯梨浜町）
　　　　　　　　※オンラインでの参加も可能です。　(Web会議用ソフト「Zoom」を利用)
講　　師　　　池原公認会計士事務所　公認会計士　池原浩一  氏
募集人員　　　50名程度（会場受講者）
受 講 料　　　2,000円／人
申込期限　　　令和６年10月15日（火）
テキスト　　　七訂版「社会福祉法人会計簿記テキスト 初級編《会計３級》
　　　　　　　　（実務出版㈱）を使用します。当日までに各自でご購入ください。
申込み及び問合せ先
　　　　　　社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会福祉振興部
　　　　　　（電話　０８５７－５９－６３４４　　ファクシミリ　０８５７－５９－６３４１）
　　　　　　　メールアドレス　keieisidou@tottori-wel.or.jp

9
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音声コード Uni-Voice

　鳥取県立  　鳥取県立  福祉人材福祉人材
研修センター研修センター
　　ををご利用くださいご利用ください

鳥取県立福祉人材研修センターは、
福祉人材の養成等を目的とした研修・セミナーはもとより、
一般の企業・団体様の会議・研修などでも利用が可能です。
全館バリアフリーで、多目的トイレ・点字ブロック等も完備。
障がいのあるなしにかかわらず安心して利用いただけます。
各研修室にはWi-fiも利用できるようになりました。

利用例
福祉人材の養成研修、介護知識・技術の講座

一般企業・団体の会議・研修
講演会・セミナー　など

福祉目的の利用には
利用料金の減免があります

●開館時間：9時～ 17時（最大21時まで延長可）　　●休館日：祝祭日・年末年始・保守点検日
各部屋の収容人数・利用料金等をインターネットでご確認いただけます。

所在地：鳥取県鳥取市伏野1729-5

利用予約・ご相談　0857-59-6330

  

　夏休み自由研究応援企画として「介護のお仕事親子見学バスツアー」を実施
しました。小学校４～６年生の親子を対象に、福祉施設の見学と福祉機器の利
用体験、福祉系専門校の学習設備の見学と学校講師の助言を受けて自由研究の
まとめ資料を作成しました。
▪開催日・参加人数・見学先（東部と中部は各１回、西部は２回開催）
 東 部    令和６年８月17日（土）　参加者７組１4名　
　　　　特別養護老人ホームふしの白寿苑・鳥取社会福祉専門学校
 中 部    令和６年８月３日（土）　 参加者７組16名　
　　　　湯梨浜はごろも苑・鳥取社会福祉専門学校
 西 部    ①令和６年７月27日（土）参加者８組19名　
　　　　②令和６年８月10日（土）参加者10組24名
　　　　特別養護老人ホームゆうらく・YMCA米子医療福祉専門学校
▪参加者の声
・教えて下さる方がみなさん親切ていねいに教えてくださった。（東部）
・ とても体力が必要なイメージだったが、職員の方の負担が減るような設備

が整っていることに驚いた。（中部）
・ 体験もですがまとめの時間もとっていただき、自分だけでは進めないとこ

ろまで見守っていただくことができ助かりました。（西部）

▪問い合わせ先　福祉人材部　☎0857-59-6336▪

「令和6年度介護のお仕事親子見学バスツアー」を開催しました！
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音声コード Uni-Voice

苦
情
解
決
事
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

～
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
～

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
で

は
、
事
業
所
の
苦
情
解
決
体
制
整
備
に
向

け
た
支
援
と
し
て
、
毎
年
、
苦
情
解
決
の

取
組
を
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
研

修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
七

月
二
十
九
日
に
苦
情
解
決
責
任
者（
役
職

員
、理
事
等
）、第
三
者
委
員
等
向
け
に「
苦

情
解
決
事
業
研
修
会
」を
開
催
し
、
会
場

参
加
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加（
録
画
視
聴
）

を
合
わ
せ
、
約
三
百
名
の
社
会
福
祉
施

設
・
事
業
所
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
御
家
族
の
介
護
体
験
か
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
と
職
員
の
苦
労

を
痛
感
さ
れ
、
福
祉
・
医
療
分
野
で
積
極

的
に
講
演
さ
れ
て
い
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
代
表
の
喜
山

志
津
香
様
か
ら「
苦
情
を
生
ま
な
い
対
応
・

苦
情
に
対
す
る
対
応
」
と
題
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
苦
情
に
向
か
う
基
本
姿
勢
と
し

て
、
苦
情
は
改
善
の
た
め
の
価
値
あ
る
情

報
源
で
あ
る
こ
と
、「
出
さ
な
い
」「
大
き

く
し
な
い
」「
繰
り
返
さ
な
い
」
の
三
な

い
を
目
指
す
こ
と
を
説
か
れ
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
事
例
共
有
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
次
い
で
、
苦
情
対
応
の
実
際
と
し

て
、
初
期
消
火
か
ら
苦
情
解
消
ま
で
の
ス

テ
ッ
プ
（
聞
く
→
詫
び
る
→
解
決
策
→
感

謝
・
再
来
歓
迎
）
と
苦
情
対
応
時
の
聞
き

方
、
話
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
事
例

と
具
体
例
を
交
え
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
が
ペ
ア
に
な
っ
て
「
話

を
聞
く
」「
ご
要
望
を
お
断
り
す
る
」
に

つ
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
、
講

師
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
苦
情
に
強
い
職
場
の
環
境
づ
く
り
と

し
て
、
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
職
場
内
で

の
情
報
共
有
と
連
携
、
一
人
で
頑
張
ら
ず

職
場
の
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伺
い
ま
し
た
。

　
会
場
参
加
者
か
ら
は
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
交
え
な
が
ら
多
く
の
事
例
を
通
し

て
わ
か
り
や
す
い
話
で
あ
っ
た
」「
普
段

の
電
話
対
応
や
面
談
で
の
表
情
、
聴
く
姿

勢
な
ど
改
め
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
」「
苦
情
解
決
だ
け
で
な
く
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
も
ら
え
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
当
委
員
会
で
は
施
設
・
事
業
所

の
皆
様
と
連
携
し
て
苦
情
取
組
体
制
の
充

実
を
図
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▪問い合わせ先　福祉サービス運営適正化委員会　☎0857-59-6335▪
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社会福祉法人　鳥取県共同募金会

十分な支援を届けるための「募金目標額」

募金の種類

　共同募金は、地域の福祉事業や活動に助成す
るため、事前に使いみちや集める額（目標額）を
決めて、計画的に実施する募金です。地域には、
様々な方々が生活しておられ、いろいろな地域課
題があります。
　共同募金ではその課題を解決するため、地域で
「じぶんの町を良くするしくみ」を進める活動（地
域福祉活動）を財政の面から応援します。また、
近年では災害支援の分野にも役立てられていま
す。毎年赤い羽根共同募金の一部を「災害等準
備金」として積立て、地震や豪雨などによる大規
模災害が発生した際に、被災地で求められる災害
ボランティア活動に活用されています。

・4/22、8/19　鳥取県大衆音楽協会様　
・4/30　日本防災士会鳥取支部　因幡地区有志一同様
・4/30　日本防災士会鳥取支部　有志一同様
・4/30　日本防災士会鳥取支部　伯耆地区有志一同様

あたたかいご支援ありがとうございました。

　共同募金は、予め市町村ごとに助成先や助成事業を決めて
から募金を行う「計画募金」です。そのため、支援が必要な
ところに助成金が行き渡るよう、募金目標額を定めて、皆さま
にご寄付のご協力をお願いしています。

　直接募金をしていただく他、いろいろな募金の方法があります。
詳しくは窓口にお尋ねください。

赤い羽根共同募金
～じぶんの町を良くするしくみ。～

10月１日から共同募金運動が始まります
　～ご理解とご協力をお願いいたします～

振込による寄付
最寄りの郵便局からお振込み
いただけます。
（手数料無料）

ネット募金
インターネット
から直接寄付が
できます。

赤い羽根自動販売機
ご協力いただいた設置者様や飲料
メーカーから、売上げの一部が共
同募金として寄付される共同募金
協力型自動販売機です。

グッズ募金
鳥取県オリジナ
ルバッジや初音
ミクなどコラボ
グッズの購入を
通じてご寄付を
お願いしており
ます。

令和６年度
オリジナルバッジデザイン

令和 6年能登半島地震災害義援金をお寄せいただきました

音声コード Uni-Voice12



▪問い合わせ先　総務部　☎0857-59-6331▪

ほ
っ
と
プ
ラ
ン
２
０
２
４
策
定

県
社
協
５
ヵ
年
計
画

　
こ
の
た
び
鳥
取
県
社
協
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
か
ら
５
ヵ
年
の
中
長
期
事
業
計
画
と

な
る
「
ほ
っ
と
プ
ラ
ン
２
０
２
４
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
県
社
協
が
取
り
組
む
事
業
は
、
地
域
福

祉
の
推
進
や
福
祉
人
材
の
養
成
、
さ
ら
に

福
祉
学
習
や
災
害
福
祉
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
確
実
に
社
会
福
祉
課

題
の
解
決
へ
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
明
確
な

目
標
設
定
に
沿
っ
た
息
の
長
い
活
動
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
前
期
計
画
を
改

め
て
振
り
返
り
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
確
認

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

部
署
横
断
に
よ
る
職
員
同
士
の
話
し
合
い
や

外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
も
加
え
て
目
標

を
整
理
し
、
今
期
か
ら
重
点
的
な
目
標
テ
ー

マ
に
「
災
害
福
祉
」
を
加
え
て
７
つ
と
し
、

そ
の
も
と
に
29
個
の
取
組
項
目
を
定
め
る
構

成
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
内
容
は
冊
子
化
す
る
ほ
か
、県
社
協

Ｈ
Ｐ
に
後
日
掲
載
予
定
で
す
。

　
今
後
の
道
筋
を
具
体
化
し
た
こ
の
プ
ラ
ン

を
、
日
々
の
活
動
指
針
と
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
職
員
自
身
の
目
標
確
認
、
さ
ら
に
は
関

係
者
や
事
業
同
士
の
目
線
を
合
わ
せ
た
連

携･

協
働
の
創
出
に
も
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

ほっとプラン2024 ７つの重点目標
①住民の主体的参加による地域福祉の推進
誰もが支え合う社会づくりに向けた住民福祉活動の支援、高齢
者活躍の創出など

②セーフティネット機能の充実･強化
困っている人を孤立させない権利擁護や困窮者支援･ネットワー
ク整備など

③福祉人材の確保･育成･定着
介護･保育など各分野のきめ細かな人材不足対策、質の高い福
祉人材の養成研修など

④福祉学習･ボランティア活動の推進
多様な人との共生を学ぶ福祉学習の推進、ボランティアセンター
の機能強化など

⑤災害時福祉支援活動の推進
個別性の高い被災者支援、DWATの活動体制整備、ボランティ
ア支援体制整備など

⑥社会福祉法人等への経営支援と福祉団体の活動支援
法人運営に関わる研修などの経営支援、当事者･職能等社会福
祉団体の活動支援など

⑦地域福祉推進のための組織基盤の強化
県社協ミッションを推進するための人材養成、組織の活動基盤
強化など

詳細内容は冊子化するほか、県社協ＨＰに後日掲載予定です

音声コード Uni-Voice

〔地域福祉振興基金〕への御寄付　（生活困窮者に対する支援など、地域福祉の推進を支援しています。）

　ＫＤＤＩ株式会社　様

〔交通遺児福祉資金〕への御寄付　（県内の交通遺児へ激励金を支給します。）

　有限会社仁徳砂利　様

〔災害支援活動用品〕

　ライオンズクラブ国際協会３３６-Ｂ地区　様　 【折り畳み式防災テント４０張】

　※寄贈いただきました用品は本会で保管し、災害支援活動に使用させていただきます。

　御寄付を賜り誠にありがとうございました。御意志に従い活用させていただきます。

御寄付御礼　　　（順不同）
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音声コード Uni-Voice

　本会では、地域福祉の推進とみんなでつくる福祉社会の実現に向けて、
“県民参画による福祉のまちづくり”　“安心して暮らせる仕組みづくり”　“福祉を担う人づくり”
を中心に地域の様々な機関・団体と連携して、安心して暮らせる地域社会をめざしています。
賛助会員の皆様のご協力をいただき、県内の地域福祉をより一層充実していきたいと考えています。
本会の趣旨にご賛同いただき、会員としてご支援、ご協力をくださいますようお願い申しあげます。
　　会　費（毎年度）　団　体　一口：１０，０００円
　　　　　　　　　 　個　人　一口：　３，０００円

【賛助会員になるには】【賛助会員になるには】
　入会を希望される方は、本会ホームページより加入申込書をダウンロードしてください。必要事
項を記入の上、本会まで郵送してください。入会申込書受理後、会費納入のご案内をお送りします。

◆申込書送付先◆◆申込書送付先◆
　〒689-0201　鳥取県鳥取市伏野1729-5　鳥取県社会福祉協議会　総務部

　本会は鳥取県より令和３年５月31日に「税額控除対象法人」としての証明を受けました。
　証明日以降の鳥取県社会福祉協議会への寄付者は、従来の「所得控除制度」に加え、「税額控除制度」
のいずれか有利な方を選択し、控除の適用を受けることができます。
■所得控除制度（所得税法第78条の２の３）
　　その年中に支出した特定寄付金の合計額と、
　　年間所得金額の40％相当額で、いずれか少ない方の金額　　

－　2,000円　＝　所得控除額

　　　　　　　〔 年間所得額　－　所得控除額 〕　×　税率　＝　控除後税額
■税額控除制度（租税特別措置法第41条の18の３）
　〔租税控除対象寄付金（※１）　－　2,000円〕　×　40％　＝　税額控除額（※２）

　　　　　　　　　　　　　　　　 税額　－　税額控除額　＝　控除後税額
 ※ １税額控除対象法人への寄付金。寄付金支出額が総所得金額等の40％に相当する金額を超える

場合には40％に相当する額が税額控除対象寄付金となります。
 ※２控除対象額は、所得税額の25％を限度とします。
【控除適用を受けるには】
○所得控除制度…鳥取県社会福祉協議会発行領収書を添え、確定申告
○税額控除制度…鳥取県社会福祉協議会発行領収書および税額控除に係る証明書の写しを添え、確定申告
※税額控除に係る証明書の写しは領収書裏面に印刷しております
　詳しくは、お近くの税務署にお問い合わせください。

賛助会員賛助会員を募集していますを募集しています

寄付金寄付金に係るに係る所得控除制度所得控除制度・・税額控除制度税額控除制度についてについて

新規会員様ご紹介（令和６年８月３１日現在、順不同）
　一般社団法人鳥取県障がい者スポーツ協会　様
　浦田 輝彦 様　北浦 喜美雄 様　上村　暁 様　浜本　修 様　唯　聡太 様　中山 貴雄 様

ご入会いただきありがとうございました。

▪問い合わせ先　総務部　☎0857-59-6331▪
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鳥取県福祉研究学会鳥取県福祉研究学会
第18回研究発表会　研究発表募集第18回研究発表会　研究発表募集

ひとつひとつの小さな種（実践・研究）が、
やがて大きな花（福祉社会の発展）を咲かせる

発表対象者 　
　　 　鳥取県内に所属・在住する福祉に関する業務に従事している者、福祉に関する調査研究している者、

その他福祉に関心を持つ団体・個人

募 集 内 容
　　（１）�口述発表（奨励賞の該当区分）… 分野別の発表を募集します。 

あらかじめ指定された時間内に、発表者が研究成果を口述により発表するものです。
No 分　　野 研　究　発　表　例
1 高齢者福祉（施設系） 介護、高齢者虐待防止、認知症ケア、地域密着サービス、生きがい

対策等2 高齢者福祉（在宅系）
3 障がい児・者福祉 生活介護、生活自立訓練、就労支援、社会参加促進等

4 児童福祉 児童養護、保育、情緒発達支援、母子・父子家庭支援、児童虐待・
ＤＶ防止等

5 地域福祉 地域福祉計画、住民福祉活動、福祉教育、ボランティア等
６ その他社会福祉領域 共生型ホーム、生活保護、成年後見、権利擁護、企業ＣＳＲ、食育等

　　（２）ポスター発表（奨励賞の非該当区分）… 分野を分けての募集はしません。

応 募 期 間 　令和６年８月１日～令和６年12月13日
　　　鳥取県社会福祉協議会ホームページ
　　　（https://www.tottori-wel.or.jp/common/gakkai/）
　　　に詳細を掲載しておりますのでご確認ください。

応　募　先
　　　鳥取県福祉研究学会事務局（鳥取県社会福祉協議会 福祉人材部内）

学会からのメッセージ

　何度も試行錯誤を重ね、ようやく生み出される成果があります。少し視点を変えるだけで思いがけない
発見をすることもあります。
　私たちは、皆さんのこうした努力を応援し、専門性やノウハウを共有して、鳥取県域の福祉社会の発展
向上を図りたいと思っています。
　研究発表は、社会福祉に関わる活動、研究等を行っている方が日頃からの成果を発表する場です。
また、それは「自らを試し、自らを磨くこと」に他なりません。
　皆さんの意欲的なチャレンジをお待ちしています！！

第18回研究発表会の開催
　 と　き 　令和７年２月22日（土）10：20～ 15：10（予定）
　 ところ 　鳥取看護大学・鳥取短期大学（倉吉市福庭８５４）

募集締切

令和６年12月13日

（鳥取県福祉研究学会ホームページ）
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